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2014年（創立：1957年）
4億9,000万円
504人（2020年2月1日現在）
東京都新宿区
パナマ、フィリピン、インドネシア、タイ、
ミャンマー、インド、カタール、ウガンダ他
鉄道、道路、港湾、空港、建設、エネルギー、
農業・水資源、環境・気候変動、建築、
地域・都市 計画、防災、平和構築などの
分野における企画、調査、設計、施工監理、
維持管理、技術指導
技術職全般、営業職
中途採用は随時募集、
新卒採用は15人程度
〒163-1409　東京都新宿区西新宿
3-20-2 東京オペラシティタワー9階
03-6311-7570（代）
ocg-saiyo@ocglobal.jp
https://www.ocglobal.jp 
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総
合
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
や
国
際
機

関
な
ど
の
案
件
を
実
施
す
る
オ
リ

エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
グ
ロ

ー
バ
ル
。

　

鉄
道
や
橋
梁
と
い
っ
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
分
野
の
調
査
、

設
計
、
施
工
監
理
に
加
え
、
防
災

や
平
和
構
築
、
環
境
対
策
な
ど
の

ソ
フ
ト
分
野
で
も
数
多
く
の
実
績

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
１
５
０
以

上
の
国
・
地
域
で
業
務
を
行
っ
て

き
た
。

　
「
目
指
す
の
は
世
界
的
な
企
業
ブ

ラ
ン
ド
。
海
外
拠
点
や
現
地
法
人

の
強
化
を
進
め
、
従
来
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
顧
客
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
」
と
語

る
の
は
代
表
取
締
役
社
長
の
米
澤

栄
二
氏
。
そ
の
言
葉
通
り
、
８
社

あ
る
現
地
法
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

る
役
割
を
持
た
せ
て
現
地
法
人
の

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
、
グ
ル
ー

プ
全
体
の
国
際
競
争
力
向
上
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　

自
由
や
自
律
を
重
ん
じ
る
同
社

が
求
め
る
人
材
は
、「
主
体
的
に

も
の
を
考
え
、
行
動
力
に
秀
で
た

人
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
、
協
働
し
て
仕
事
が
で
き
る
人
」

「
型
に
は
ま
ら
な
い
自
由
な
発
想
と
、

最
後
ま
で
諦
め
な
い
粘
り
強
さ
を

持
つ
人
」。

　

社
員
の
人
材
育
成
や
福
利
厚
生

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
社
員
の
資
格
取
得
や

学
会
へ
の
参
加
、
進
学
な
ど
に
補

助
金
を
支
給
す
る
制
度
や
無
利
子

の
奨
学
金
制
度
が
あ
る
。
新
入
社

員
に
は
１
カ
月
の
集
合
研
修
に
加

え
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
担
当
と
メ
ン
タ
ー
が

付
き
、
業
務
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
な

ど
の
相
談
に
乗
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
海
外
出
張
先
へ
の
家
族

帯
同
・
呼
び
寄
せ
と
い
う
、
海
外

業
務
の
多
い
同
社
な
ら
で
は
の
制

度
も
あ
る
。

　

在
宅
勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
な
ど
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
長

く
働
き
続
け
ら
れ
る
制
度
が
充
実

し
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
適
応
し

最
高
レ
ベ
ル
の
仕
事
を
提
供

主
体
性
と
行
動
力
に
た
け

諦
め
な
い
人
材
を
歓
迎

活躍の可能性を感じ
国際協力の世界へ

ミャンマー気象局と
警報システムを構築

プランニング事業部
水資源・防災部

藤本 雅人さん

愛媛大学工学部
環境建設工学科卒業

愛媛大学大学院
理工学研究科修了

オリエンタル
コンサルタンツに入社

オリエンタル
コンサルタンツ
グローバルに転属

　大学では土木工学分野全般について学びました。
大学院では、雨の降り方や天気の仕組み、水の循環
などを対象とする水文気象学に関する研究をし、そ
の経験は入社後に携わったプロジェクトでも活きて
いると思います。
　実は、国際協力という分野の存在を知ったのは就
職活動中でした。それから国際協力機構（JICA）
の説明会に参加したり、今の上司にも話を聞かせて
もらったりして、「自分のこれまでの経験を活かし
ながら活躍できそうだな」と感じたことが入社の
きっかけになりました。相手の熱量や業界・会社の
雰囲気を知るためにも、さまざまな分野の人に話を
聞くことは大切だと思います。
　入社後、１年目の右も左もわからない段階から現
場に飛び込ませてもらえたことも、いい勉強になり
ました。

　入社２年目から４年ほど、「ミャンマー国自然災害早期警報システム構
築プロジェクト」に携わりました。自然災害発生時に地域住民へ適切な情
報を迅速に伝達するためのマニュアル作成、機材の導入、訓練の実施など
を通じて技術移転を行いました。整備されていない道を車で片道6時間か
けてパイロット地域に通ったのも今はいい思い出です。
　日本のアメダスなどと違って、ミャンマーには避難勧告などの基準とな
る気象水文観測の基礎データが十分にありませんでした。ミャンマーの気
象局の方々と一緒に、どのような情報を発信していくのか悩みながら協議
を続け、新たに水文観測機材を導入したり、気象予測データを用いた地域
ごとの危険度表示を検討
したりして警報情報の向
上を図りました。
　新型コロナウイルスの
影響で日本に滞在する時
間が増えましたが、技術
士の資格の勉強に充てる
など、今後の業務に活か
していきたいです。

気象局職員らとの会議の様子
（藤本さんは右列手前）

幅広い分野を横断する大規模な
プロジェクトに携われるのが魅力


